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 人口減少の社会において高齢化・担い手不足が課題となっている。国土交通省では「生産性

革命プロジェクト」を策定し、働き手の減少を上回る生産性向上を目的としてi-Construction

によるインフラ整備の高度化に取り組んでいる。小樽開発建設部は平成３１年３月にi-

Constructionモデル事務所に指定されており、遠隔臨場や会議のリモート化を実施してきた。

今回、バーチャル現場見学会を取り組んだので報告する。 
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1.  はじめに 

 昨今、世界で新型コロナウィルス感染症が蔓延し、日

本においても2022年1月9日時点で１７５万人以上が新型

コロナウィルス感染症と診断されており、全人口の１．

４％に相当します。北海道内でも６万人以上が新型コロ

ナウィルス感染症と診断されております。新型コロナウ

ィルス感染症の感染拡大防止対策として、３密（密閉・

密集・密接）を避けることが重要なため、「テレワーク

促進による働き方の変化」、「ソーシャルディスタンス

担保・クラスター防止のため人が集まるイベント開催の

中止」など感染拡大防止対策を実施しています。 

 また、北海道開発局では、職員のワークライフバラン

スの推進や働き方の見直しによる業務の生産性・効率性

の向上、災害等の非常時における業務の継続を目的とし

てテレワークに取り組むこととしています。コロナ禍に

おける感染防止対策としても３密を避ける有効な手段と

なります。テレワーク環境の充実により、インターネッ

トを通じたテレビ会議システム等の利用環境が整備され

てきています。 

昨今の新型コロナウィルス感染症に係る感染拡大防止

対策により大勢が集まる機会が減少している中、「若手

職員教育として現場を見せたい。現場を直接見て体験し

てもらうのが経験として一番良い」という思いがあり、

「ｗｅｂｅｘ」「マイクロソフトＴｅａｍｓ」等のテレ

ビ会議機能を利用することで現場見学会を開催できる方

法を検討しました。 

 本稿では、インターネットを利用したバーチャル現場

見学会（ＶＧＫ）の取り組みを紹介します。 

 

 

 

図-1 新型コロナウィルス陽性者数（全国）1) 

 

 

図-2 新型コロナウィルス陽性者数（北海道）1) 
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2.  バーチャル現場見学会に向けて条件整理 

 バーチャル現場見学会の実施に向けて以下の項目につ

いて条件整理を行いました。 

① 通信環境の確認 

② 動画の画質 

③ 使用機器 

 

 (1) 通信環境の確認 

 小樽開発建設部においてトンネル工事の現場見学会を

多く開催していることから、バーチャル現場見学会を実

施する場所として、一般国道5号共和町新稲穂トンネル

Ｒ側共和工区工事としました。 

 現場の通信環境として、携帯電話ＬＴＥ（携帯電話の

テザリング）、ポケットｗｉｆｉの受信状況を確認しま

した。 

 

表-1 通信環境状況 
通信環境 トンネル

坑外 

トンネル

坑内 

建物内 

携帯電話（４Ｇテ

ザリング回線使

用） 

 

〇 

 

✕ 

 

✕ 

ポケットｗｉｆｉ

（ＬＴＥ回線使

用） 

 

〇 

   

✕ 

 

✕→○ 

 

 

図-3 工事平面図 
 

直接建物内で受信状況を確認した際には受信不可だった

が屋外にポケットｗｉｆｉを設置することで建物内での

使用が可能となりました。今回は、通信環境が良好だっ

たポケットｗｉｆｉを使用することとしました。 

 

(2) 動画の画質 
 現場見学会に向けてマイクロソフトＴｅａｍｓを利用

し、現場と小樽開発建設部本部間で映像を共有したとこ

ろ、映像がフリーズする結果となりました。動画の画質

の違いにより受信映像にどの程度影響があるのかを検証

することにしました。 

 

表-2 受信映像状況 
画素数 映像状況 

６００万 静止画が数十秒置きに更新している映像 

４００万 静止画が数秒置きに更新している映像 

２００万 カクカクとした映像 

１００万 なめらかな映像 

 
今回の通信環境では、表-2のように１００万画素でなめ

らかな映像となりました。 

 

(3) 使用機器 
 今回使用した機器は、 

 ・ノートＰＣ（DELL XPS 15 7590） 

 ・カメラ（C270n HD WEBCAM） 

 ・マイク（USB Computer Headset H390） 

 ・ポケットｗｉｆｉ（ＬＴＥ回線使用） 

 ・携帯電話（４Ｇテザリング回線使用） 

 となります。 

 各使用機器の接続方法により受信映像時のタイムラグ

が生じました。無線を使用することで数秒のタイムラグ

が発生しました。映像と音声のタイムラグは受信側で不

快感となることから、有線での接続を採用しました。 

 

表-3 タイムラグ発生状況 

 

マイクについては、集音マイクと単一指向性マイクでの

聞き取り状況も確認しました。集音マイクを利用するこ

とで、現場音声が直接聞けるため臨場感がありましたが、

機械音が大きく説明者の声が聞こえない問題があったた

め、単一指向性マイクでの接続を採用しました。 

 

表-4 マイク聞取状況 

 

3. バーチャル現場見学会の実施 

 

バーチャル現場見学会に向けて前項の検討結果を踏まえ

リハーサル及び現場見学会を計３回実施したので報告し

ます。 

 

(1) バーチャル現場見学会リハーサル 
 バーチャル現場見学会に際し、前項で条件を整理し選

名称 有線 無線（ﾌﾞﾙｰﾄｩｰｽ

含む） 

カメラ 〇 △ 

マイク 〇 △ 

名称 集音マイク 単一指向性マイク 

聞取状況 △ 〇 
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定した機材を使用しリハーサルを実施し、その中で発生

する不具合及び改善可能な項目を洗い出すこととしまし

た。今回は、マイクロソフトＴｅａｍｓを使用すること

としました。 

リハーサル時の不具合としては、現場から説明、動画、

資料共有を一元的に実施した結果、ポケットｗｉｆｉ

（ＬＴＥ回線）から大容量データを送信したことにより、

音飛びなどの発生や動画のフリーズが発生したため、要

改善項目となりました。 

 

 

図-4 リハーサル時の不具合 
 

 改善項目は、通信環境の悪い箇所から大容量データを

送付したことが原因であるため、説明資料は別の回線か

ら共有することで現地からの生配信を阻害しないように

しました。 

 

 

図-5 リハーサル時の改善 
 

(2) バーチャル現場見学会（１回目） 
 １回目となるバーチャル現場見学会は、マイクロソフ

トＴｅａｍｓを使用した。工事現場（共和町）と小樽開

発建設部本部（小樽市）、本局（札幌市）、本省（東京

都）を接続し、現場からは生配信（映像と音声）、本部

からの説明資料データ共有、本局・本省とのリアルタイ

ムでの現場見学会を実施しました。 

 以下のことを工夫し通信速度の確保が可能となりまし

た。 

① ポケットｗｉｆｉのキャリアを複数試行して、

現地で回線が安定しているものを使用したこと。 

② 通信環境が良い箇所に配置すること。 

③ 接続するＰＣの数を制限すること。 

 

 

 

図-6 バーチャル現場見学会（１回目）実施状況 
【東京】 

 

(3) バーチャル現場見学会（２回目） 
 ２回目となるバーチャル現場見学会では、ｗｅｂｅｘ

を使用しました。トンネル工事現場内の映像をリアルタ

イムで共有しました。トンネル工事現場内は通信環境が

悪く坑外からのポケットｗｉｆｉでは通信が不可能でし

た。工事受注者（飛島・中山特定建設工事共同企業体）

の協力を得てｗｉｆｉを利用することによりトンネル坑

内の通信が可能となりました。 

現場見学会実施時は、坑口から２００ｍ程度ｗｉｆｉ

受信可能な状態でしたが、令和４年１月現在ではトンネ

ル坑口から１７００ｍ程度の掘削箇所までｗｉｆｉが整

備され掘削状況を現場事務所から確認可能となっていま

す。 

 

 

図-7 バーチャル現場見学会（２回目）実施状況 
 

4.  その他の取り組み 

 モバイルパソコンを現場に持参し、ｗｅｂｅｘを使用

したテレビ会議を現場と本部間で実施しました。遠隔臨

場システムではありませんが、簡易的な方法で現地状況

確認が可能となりました。しかし、モバイルパソコンを
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両手で持ったまま現場内を歩くこととなり、安全面に配

慮が必要となりますが今回は複数名で現地にいったこと

から役割を分担することで安全確保が可能となりました。

この方法は、一人で現場に行く場合は難しいと思われま

す。 

 

 

    本部担当         現場担当 

 
 

図-8 現地確認実施状況 
 
 
 
 

5.  おわりに 

 本稿では、コロナ禍におけるテレビ会議機能を利用し

た現場見学会を開催でき、若手職員教育として活用する

ことが出来ました。 

今後の展望としては、現場見学会・バーチャル現場見

学会を同時に実施し、現地に来られる方・来られない方

両方を対象とした現場見学会の開催等、働く環境による

選択可能な方法を模索していく所存です。 
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